
小問（１）（２）（３）からなる試験問題があり、（１）（２）（３）の配点は順に cba ,, 点 

 acba 4 である。（１）を間違えると（２）（３）は自動的に0点であり、（２）を 

間違えると（３）は自動的に0点である。各小問に t分ずつ時間をかければ完答できるが、 

試験時間は t2 分しかなく、それ以前に間違いがなければ、どの小問についても tp分  10  p  

の時間をかけたときの正解率は p である。得点の期待値を最も大きくするには各小問の時間 

配分をどのように定めれば良いかを答えよ。 

（解答） 

（１）に tp分  10  p （２）に tq分  10  q （３）に tr分  10  r かけたとすると、 

ttrtqtp 2 より 2 rqp …① 

得点の期待値をEとおくと、 
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等号成立は、 
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ここで、
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であり、 10  p の範囲において常に   0' pf となる。 

よって、 10  p の範囲において   0' pf より    1fpfE  となり、 

このとき、 
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10  q より 10  r が成り立つので、 

よって、 
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分かけたときに得点の期待値が最も 

大きくなる。 

 

（参考） 

得点の期待値Eの最大値は、 
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